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昨
年
十
月
の
『
文
学
部
紀
要
』
で
、
水
彩
画
家
大
下
藤
次
郎
の
三
回
忌
追
悼
会
で
森
鷗
外
が
行
っ
た
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
紹
介
し

た（
１
）が
、
そ
の
論
文
で
出
典
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
一
節
を
求
め
て
、
そ
の
後
も
沼
波
瓊
音
の
著
書
を
一
冊
ず
つ
翻
き
続
け
て
き
た
。

問
題
の
一
節
は
『
大
疑
の
前
』（
東
亜
堂
書
房　

大
正
二
年
七
月
）
に
収
め
ら
れ
た
短
章
「
寝
よ
」
だ
と
判
明
し
、
当
該
論
文
を
著
書（

２
）

に
収
め
る
際
に
補
っ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
明
治
四
五
年
四
月
に
瓊
音
が
八
事
山
興
正
寺
を
訪
れ
た
際
の
所
感
を
記
し
た
「
八
事
」
と

い
う
短
い
随
筆
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
八
事
、
就
中
興
正
寺
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
て
面
白
い
。
本
学
と
の
縁
り
も
あ

る
の
で
、
こ
の
機
会
に
引
用
・
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
引
用
に
当
た
っ
て
、
仮
名
遣
い
は
原
文
通
り
と
し
、
漢
字
を
現
行
の
字
体
に
改

め
、
ル
ビ
等
は
適
宜
省
略
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

八　

事

　

嘗
て
病
を
得
て
春
を
郷
里
に
暮
し
ゝ
こ
と
あ
り
。
今
「
山や

ま

行い
き

」
の
盛
な
り
と
人
云
ふ
。
八や

事ご
と

山や
ま

へ
山
遊
び
に
行
く
こ
と
、
名
古

名
古
屋
出
身
の
俳
人
・
国
文
学
者
沼
波
瓊
音
と
た
ど
る

明
治
四
五
年
の
八
事
山
興
正
寺

　
　
　
本
と
／
で
遊
ぶ
（
２
）　
　

�

酒　

井　
　
　

敏　
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屋
人
の
春
の
行
事
な
り
。
こ
れ
を
「
や
ま
い
き
」
と
云い

ふ

。
父
と
共
に
行
く
こ
と
に
す
。
斯
く
云
ひ
出
し
ゝ
前
二
三
日
に
、
八
事
行

の
電
車
開
通
せ
し
な
り
。
千
種
離
る
ゝ
よ
り
、
電
車
の
窓
に
入
り
来き

た

る
景
、
た
ゞ
幼
き
折
の
儘ま

ゝ

に
て
涙
こ
ぼ
る
ゝ
心
地
す
。
丘
と

云
す
ら
角
立
ち
て
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
地
の
高
ま
り
、
緩
ら
か
に
起
伏
し
て
、
菜
の
花
そ
の
所
々
に
咲
き
満
ち
た
り
。
父
は
我
が
対

ひ
の
席
に
在
り
。
我
幼
き
折
よ
り
老
い
給
へ
り
と
は
見
え
ず
。
高
等
学
校
、
大
学
の
学
生
時
代
、
伊
賀
の
教
師
時
代
、
文
部
省
、

新
聞
記
者
、
さ
て
其
の
後
の
著
述
生
活
、
こ
れ
等
の
長
き
時
間
は
、
全
く
無
に
帰
せ
り
。
我
た
ゞ
幼
き
儘
の
我
に
て
、
父
に
伴
は

れ
て
「
や
ま
い
き
」
に
行
く
な
り
。
菜
の
花
の
黄
は
限
り
無
く
続
け
り
。
池
見
ゆ
。
赤
き
幹
の
松
、
柔
く
く
ね
り
た
り
。
刷は

毛け

も

て
抹な

す

り
た
る
や
う
な
る
雲
淡
く
た
な
び
け
り
。
徒
歩
に
て
八
事
に
向
ふ
群
あ
り
。
手
拭
を
首
に
ゆ
る
く
巻
き
、
瓢ひ

さ
ご

携
へ
た
り
。

「
…
…
…
ヨ
ン
ヨ
イ
」と
唄
ふ
。
伊
勢
参
り
す
る
折
の
唄
と
か
や
。「
や
ま
い
き
」に
は
よ
く
こ
ゝ
ら
の
人
の
唄
ひ
し
幼
き
折
の
記
憶
、

今
た
ゞ
こ
こ
も
と
に
実
現
せ
り
。
十
五
年
、
二
十
年
の
歳
月
は
一
切
無
に
帰
せ
り
。
我
た
ゞ
こ
ゝ
に
幼
し
。
電
車
着
き
た
り
。
成

程
八
事
な
り
。路
の
左
に
八や

事ご
と

山さ
ん

境
内
の
木
立
さ
ま
〴
〵
物
古
り
繁
り
た
る
、こ
れ
は
昔
よ
り
小
深
き
心
地
す
。西
山
惣
門
を
入
る
。

赤
き
色
し
た
る
土
。
美
し
き
小
石
。
正
面
に
見
ゆ
る
五
重
の
塔
。
あ
た
り
に
売
る
竹た

け

片ぎ
れ

の
さ
き
に
竹
片
ま
げ
て
彩
り
た
る
紙
貼
り

蝶
の
形
作
れ
る
土
産
物
、
皆
昔
の
儘
な
る
よ
。
な
つ
か
し
き
哉
我
が
八
事
よ
。
健
か
な
る
父
は
足
早
に
先
立
ち
行
く
。
病
あ
る
我

は
徐
ろ
に
後し

り
へ

に
随し
た
が

ふ
。
こ
こ
は
八
事
山
興
正
律
寺
遍
照
院
と
云
真
言
律
宗
の
寺
な
り
。
こ
の
あ
た
り
の
村
を
八
事
村
と
云
。
五

重
の
塔
を
め
ぐ
り
、
能
満
堂
の
前
よ
り
右
に
稍
急
な
る
坂
を
上
る
。
左
右
に
石
塔
婆
無
数
に
連
な
れ
り
。
高
野
山
奥
の
院
に
擬
し

た
る
も
の
と
ぞ
。
や
が
て
左
に
折
れ
、
な
ほ
石
塔
婆
の
間
を
行
く
。
古
き
楼
門
あ
り
。
右
に
折
れ
こ
の
門
を
く
ゞ
り
、
な
ほ
石
塔

婆
の
間
を
行
く
。
土
赤
し
。
小
石
美
し
。
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
匂
ひ
、
能
満
堂
前
よ
り
絶
え
ず
漂
ふ
。
我
は
「
や
ま
い
き
」
と
云
事

を
せ
ず
て
経
し
こ
の
年
頃
も
、
春
な
ど
よ
く
こ
の
八
事
の
景
を
思
ひ
浮
べ
た
り
。
さ
れ
ど
こ
の
匂
ひ
は
全
く
忘
れ
居
た
り
。
さ
な

り
〳
〵
こ
の
匂
ひ
あ
り
し
よ
と
我
は
、喜
ば
し
さ
懐
し
さ
に
、土
に
接
吻
し
石
塔
婆
に
接
吻
せ
ま
ほ
し
く
、物
狂
ほ
し
き
ま
で
な
り
。
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こ
の
匂
ひ
を
、
知
ら
ざ
る
人
に
何
と
伝
へ
む
。
墓
地
の
匂
か
。
そ
れ
に
て
も
あ
り
。
樒し

き
み

の
匂
か
。
そ
れ
に
て
も
あ
り
。
古
き
苔

の
繁
き
雨
露
に
半
ば
腐
れ
た
る
匂
か
。
そ
れ
に
て
も
あ
り
。
メ
リ
ー
ワ
ー
ド
の
劇
に
、
女
、
森
の
中
に
踏
迷
ひ
て
或あ

る

匂
を
嗅
ぎ
男

に
む
か
ひ
て
「
不
思
議
な
る
匂
ひ
哉
、
我
が
記
憶
の
残
れ
る
時
の
前
よ
り
嗅
ぎ
し
匂
の
や
う
な
る
心
地
す
」
と
云
へ
る
こ
と
を
記

せ
り
。
ワ
ー
ド
の
顕
は
さ
む
と
せ
し
匂
は
、
こ
の
八
事
の
匂
の
や
う
な
る
心
地
す
る
な
り
、
も
と
よ
り
我
の
み
な
ら
む
が
。
こ
の

匂
は
我
が
心
を
幽
玄
な
る
界さ

か
ひ

に
導
き
た
り
。
路
は
更
に
左
に
折
れ
、
更
に
、
右
に
折
る
。
石
塔
婆
は
な
ほ
続
き
、
不
思
議
な
る

匂
は
山
に
漲
る
。
土
赤
し
。
小
石
美
し
。
稍
広
き
平
地
に
出
づ
。
善ぜ

ん

衆じ
ゅ

界か
い

と
云
所
な
り
。
そ
こ
に
大
日
如
来
南
に
向
ひ
て
在お

は

す
。

小
学
校
の
運
動
会
の
折
、
よ
く
こ
の
平
地
に
て
競
技
あ
り
し
。
そ
の
頃
競
技
と
云
へ
ば
、
旗
取
競
走
と
、
球た

ま

取と
り

と
て
両
軍
に
分
れ

て
各

お
の
〳
〵

の
肩
に
縫
附
け
た
る
布
の
球
を
取
り
合
ふ
こ
と
と
の
み
な
り
き
。
大
日
堂
に
上
る
。
こ
ゝ
よ
り
南
に
向
へ
ば
熱
田
の
海
見

ゆ
。
父
「
海
見
ゆ
」
と
宣の

た
ま

ふ
。
其
の
声
は
た
ゞ
〳
〵
我
が
九
歳
十
歳
の
折
に
、こ
ゝ
に
て
指
し
教
へ
給
ひ
し
其
折
の
儘
の
声
な
り
。

何
故
と
は
知
ら
ず
。
涙
は
ら
〳
〵
と
落
ち
た
り
。
父
は
海
に
向
ひ
て
こ
を
知
り
給
は
ず
、
怪
し
み
給
は
ざ
り
き
。
こ
の
堂
の
背
後

を
呑ど

ん

海か
い

峯は
う

と
云
。
細
き
松
の
根
な
ど
、
躑つ

ゝ
じ躅

群
が
り
咲
け
り
。

　

瓊
音
沼
波
武
夫
は
、
明
治
一
〇
〔
一
八
七
七
〕
年
一
〇
月
一
日
、
愛
知
県
名
古
屋
区
玉
屋
町
（
現
在
の
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
）
に

生
ま
れ
た（

３
）。
父
鉞
之
助
は
知
多
郡
草
木
村
の
竹
内
司
馬
之
進
の
七
男
。
名
古
屋
に
出
て
瓊
音
の
祖
父
沼
波
桃
仲
に
入
門
、
本
道
外
科
を

学
ぶ
。
さ
ら
に
別
の
医
師
か
ら
洋
方
医
学
も
学
ん
で
帰
郷
、
開
業
医
と
な
っ
た
が
、
明
治
六
年
に
桃
仲
の
養
子
と
な
っ
て
そ
の
六
女
す

ぎ
と
結
婚
、
代
々
医
を
業
と
し
て
き
た
沼
波
家
を
継
い
だ
。
居
敬
と
号
し
て
和
歌
・
俳
句
を
よ
く
し
、
敬
神
の
念
が
篤
い
人
だ
っ
た
と

い
う
。
瓊
音
は
、
こ
の
父
か
ら
古
人
の
名
句
や
也
有
、
士
朗
ら
縁
り
の
俳
人
の
逸
事
を
聞
い
て
、
早
く
か
ら
俳
味
や
句
作
に
興
味
を
抱

く
一
方
、
子
供
心
に
神
へ
の
尊
崇
の
念
を
強
め
た
。
瓊
音
の
受
け
た
影
響
の
大
き
さ
、
父
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が
窺
わ
れ
よ
う
。
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明
治
二
二
年
に
愛
知
県
尋
常
中
学
校
（
現
在
の
県
立
旭
丘
高
校
）
に
入
学
し
た
瓊
音
は
、
二
年
進
級
に
際
し
て
一
度
落
第
を
経
験
し

た
も
の
の
、
二
八
年
に
卒
業
。
同
じ
年
に
上
京
し
て
、
九
月
に
第
一
高
等
学
校
（
東
大
教
養
部
の
前
身
）
に
入
学
す
る
。
笈
を
負
っ
て

上
京
す
る
ま
で
の
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
名
古
屋
は
、「
八
事
」
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
「
幼
き
折
」
の
記
憶
と
深
く
結
び
つ
い
た
懐

か
し
い
「
郷
里
」、
ま
さ
に
故ふ

る

郷さ
と

で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
一
年
、
第
一
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
に
入
学
、
俳
句
の
会
で
あ
る
「
筑
波
会
」（
実
作
よ

り
俳
論
や
俳
史
研
究
に
強
か
っ
た
）
や
和
歌
革
新
を
目
指
し
た
「
わ
か
菜
会
」
で
活
動
、
今
な
お
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
に

名
を
残
す
大
野
洒
竹
に
兄
事
し
た（

４
）。

東
京
帝
大
を
卒
業
し
た
三
四
年
の
十
月
、
三
重
県
第
三
中
学
校
（
現
在
の
県
立
上
野
高
校
）
に
赴

任
、
か
つ
て
松
尾
芭
蕉
が
暮
ら
し
た
と
さ
れ
る
蓑
虫
庵
に
住
む
。
翌
年
二
月
に
結
婚
、
三
月
に
は
教
頭
と
な
る
が
、
一
一
月
に
は
伊
賀

上
野
を
引
き
払
っ
て
上
京
、
私
立
中
学
講
師
を
経
て
三
六
年
一
月
、
文
部
省
嘱
託
と
な
る
。
そ
し
て
、
三
九
年
一
二
月
に
文
部
省
を
辞

し
、
翌
四
〇
年
二
月
に
萬
朝
報
社
に
入
社
し
た
。
こ
れ
が
「
高
等
学
校
、
大
学
の
学
生
時
代
、
伊
賀
の
教
師
時
代
、
文
部
省
、
新
聞
記

者
」
の
内
実
で
あ
る
。
転
石
苔
む
さ
ず　
　

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
活
動
的
と
は
言
え
よ
う
が
、
何
と
も
目
ま
ぐ
る
し
く
、
席
の
温
ま
る

暇
が
な
い
。

　

し
か
し
、
瓊
音
が
大
車
輪
の
活
躍
を
見
せ
る
の
は
、
実
は
こ
れ
か
ら
な
の
だ
。
新
聞
記
者
を
し
な
が
ら
、
雑
誌
『
青
年
』
を
大
町
桂

月
と
編
集
発
行
し
た
の
を
皮
切
り
に
幾
つ
も
の
雑
誌
や
出
版
社
に
関
わ
り
を
持
ち
、
さ
ら
に
前
年
の
『
新古
俳
諧
奇
調
集
』『
俳
句
講
話
』

に
続
き
、
こ
の
四
〇
年
に
は
『
俳
論
史
』『
俳
句
研
究
』『
俳
句
の
作
法
』
な
ど
を
刊
行
、
以
降
も
次
々
と
著
書
を
公
に
し
て
ゆ
く
。
こ

れ
で
は
心
身
と
も
に
休
ま
る
暇
が
な
く
、
前
注
（
３
）
の
「
略
歴
」
に
、
こ
の
年
「
此
頃
よ
り
長
き
胃
病
初マ

マ

ま
る
。」、
四
二
年
「
胃
病

悪
し
。」
と
記
さ
れ
る
の
も
当
然
と
言
え
よ
う
。
多
忙
さ
か
ら
来
る
過
重
な
ス
ト
レ
ス
が
胃
を
侵
し
て
い
た
わ
け
だ
。

　

そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
四
三
年
か
ら
は
、
瓊
音
の
文
学
活
動
に
お
い
て
一
つ
の
中
心
を
な
し
た
雑
誌
『
俳
味
』
の
編
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集
刊
行
や
洒
竹
が
蒐
集
し
た
俳
書
整
理
の
手
伝
い
な
ど
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。「
略
歴
」
に
拠
れ
ば
「
六
月
よ
り
多
忙
、
午
前
三
教
書
院
、

午
後
新
聞
社
、
夜
は
洒
竹
の
営
む
病
院
に
在
り
て
俳
書
調
査
、
更
に
三
教
書
院
に
行
き
十
二
時
過
帰
宅
。」
と
い
う
日
々
で
あ
っ
た
。

そ
こ
へ
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
「
九
月
五
日
、
三
女
安
芸
子
出
生
。
こ
の
月
、
妻
た
き
が
再
度
の
盲
腸
炎
を
わ
ず
ら
い
生
命
の

危
険
を
心
配
す
る
ほ
ど
」
の
重
体
と
な
る（

５
）。

幸
い
命
は
取
り
留
め
た
も
の
の
、
流
石
の
瓊
音
も
過
労
や
ス
ト
レ
ス
が
極
点
に
達
し
た
の

か
、
一
切
の
仕
事
か
ら
離
れ
て
静
養
を
強
い
ら
れ
る
仕
儀
と
な
っ
て
し
ま
う
。

翌
年
三
月
、
身
体
的
理
由
も
あ
っ
て
万
朝
報
社
辞
任
、
雑
誌
「
日
本
青
年
」
の
編
輯
も
辞
し
た
。
八
月
二
十
九
日
、
三
女
安
芸
子

死
亡
、
十
二
月
、
長
年
の
胃
病
、
過
労
な
ど
で
神
経
衰
弱
に
か
か
り
入
院
し
た
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
入
っ
て
も
ま

だ
神
経
衰
弱
が
続
き
、
三
月
、
伊
東
温
泉
に
静
養
し
、
生
家
の
名
古
屋
に
帰
省
し
て
五
月
上
京
、
少
し
ず
つ
仕
事
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た（

６
）。

　
「
病
を
得
て
春
を
郷
里
に
暮
し
」
た
明
治
四
五
年
、
瓊
音
は
心
身
と
も
に
ど
ん
底
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
や
ま

い
き
」
に
「
父
と
共
に
行
く
こ
と
に
」
し
た
「
前
二
三
日
に
、
八
事
行
の
電
車
開
通
せ
し
な
り
。」
と
書
か
れ
る
通
り
、
尾
張
電
気
軌

道
の
千
早
～
八
事
間
四
、八
キ
ロ
が
開
通
し
た
の
が
、
ま
さ
に
明
治
四
五
年
四
月
二
一
日
で
あ
っ
た
。
長
く
見
積
も
っ
て
も
二
ヶ
月
程

度
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
瓊
音
の
帰
省
は
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
四
月
一
日
に
名
古
屋
市
電
八
事
～
安
田
車
庫
前
間
が
廃
線
（
安

田
車
庫
前
～
大
久
手
間
は
同
四
九
年
三
月
三
一
日
に
廃
線
）
と
な
る
ま
で
、
永
く
名
古
屋
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
「
八
事
電
車
」
の
誕

生
と
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

瓊
音
も
下
車
し
た
に
違
い
な
い
開
通
時
の
八
事
駅
は
「
西
山
惣
門（

７
）」
付
近
に
あ
り
、
後
に
大
学
坂
の
登
り
口
付
近
（
現
在
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
あ
る
辺
り
）
ま
で
延
伸
さ
れ
る
と
、
そ
の
名
も
興
正
寺
前
と
改
め
ら
れ
、
八
事
の
駅
名
は
当
初
天
道
と
呼
ば
れ
た
新
駅
に
引
き
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継
が
れ
た（

８
）。「

菜
の
花
の
黄
は
」
以
下
、
車
窓
か
ら
の
の
ど
か
な
風
景
を
叙
述
し
た
中
に
「
池
見
ゆ
。」
と
登
場
す
る
「
池
」
は
隼
人
池

で
あ
ろ
う
。
道
路
拡
幅
や
地
下
鉄
の
開
通
に
よ
っ
て
急
速
に
進
ん
だ
住
宅
地
化
で
削
ら
れ
る
ま
で
、
周
辺
は
緑
濃
い
丘
陵
地
の
起
伏
が

間
近
ま
で
迫
っ
て
い
た（

９
）。

こ
こ
に
描
か
れ
る
情
景
を
彷
彿
さ
せ
る
一
節
を
、
前
注
（
７
）『
昭
和
区
誌
』
が
「（
あ
る
古
老
の
思
い
出
）」

と
し
て
掲
載
し
て
い
る
証
言
か
ら
引
用
し
て
お
く（

（（
（

。
明
確
な
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
瓊
音
も
同
じ
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
を
目
に
し
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。

春
に
な
る
と
八
事
へ
山
行
き
の
客
を
い
っ
ぱ
い
乗
せ
た
八
事
電
車
が
走
っ
て
い
く
の
を
よ
く
見
た
も
の
で
す
。
特
に
，
帰
り
に
は

窓
か
ら
八
事
名
物
の
蝶
々
や
山
つ
つ
じ
を
か
ざ
し
て
通
る
の
を
，
子
供
の
私
た
ち
は
遊
ぶ
の
も
忘
れ
て
，
見
送
り
ま
し
た
ね
。
と

き
に
は
，
窓
か
ら
出
し
て
い
た
蝶
々
が
風
に
吹
か
れ
て
ひ
ら
ひ
ら
飛
ん
で
ね
，
ま
る
で
本
物
の
蝶
々
み
た
い
で
し
た
よ
。
そ
れ
を

私
た
ち
が
争
っ
て
拾
う
ん
で
す
。

　
「
八
事
名
物
の
蝶
々
」
に
つ
い
て
は
、
瓊
音
も
「
あ
た
り
に
売
る
竹
片
の
さ
き
に
竹
片
ま
げ
て
彩
り
た
る
紙
貼
り
蝶
の
形
作
れ
る
土

産
物
、
皆
昔
の
儘
な
る
よ
。
な
つ
か
し
き
哉
我
が
八
事
よ
。」
と
懐
旧
の
思
い
を
込
め
て
描
い
て
い
た
。
こ
の
「
八
事
の
蝶
々
」
は
、

八
事
を
訪
れ
る
行
楽
客
の
土
産
物
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
郷
土
玩
具
で
、
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
前

の
地
下
鉄
換
気
塔
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
後
に
、
帰
農
し
て
こ
の
地
域
の
開
拓
に
従
事
し
た
尾
張
藩
士
た
ち
の

農
閑
期
の
内
職
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
が
、
郷
土
玩
具
と
し
て
は
も
っ
と
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
も
言
う
。
キ
ビ
ガ
ラ
の
胴
に
竹
ヒ

ゴ
で
か
た
ど
っ
た
羽
を
取
り
付
け
、
和
紙
を
貼
っ
て
彩
色
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
蝶
を
細
い
竹
の
先
に
留
め
、
持
っ
て
歩
く
と
フ
ワ
フ
ワ
と

揺
れ
動
く
よ
う
に
し
て
あ
る
。
今
世
紀
の
変
わ
り
目
頃
か
ら
し
ば
ら
く
、
八
事
商
店
会
の
店
々
に
置
か
れ
、
配
ら
れ
も
し
た
が
、
最
近

は
ほ
と
ん
ど
実
物
を
目
に
し
な
い
。
保
存
会
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
そ
の
素
朴
で
可
憐
な
姿
を
再
び
見
せ
て
欲

し
い
と
思
う（

（（
（

。
こ
う
し
た
具
体
物
に
よ
っ
て
、
文
献
の
中
に
し
か
な
い
と
考
え
が
ち
な
過
去
が
、
生
き
生
き
と
現
在
に
甦
る
の
だ
か
ら
。
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瓊
音
が
訪
れ
た
当
時
の
堂
塔
や「
八
事
山
境
内
の
木
立
」の「
物
古
り
繁
り
た
る
」様
子
は
、『
尾
張
名
所
図
会
』前
編
巻
之
五
所
収「
八

事
興
正
寺
」
の
絵
図
（
図
③
）
が
伝
え
る
イ
メ
ー
ジ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
瓊
音
が
「
入
」
っ
た
「
西
山
惣
門
」
は
撤
去
さ

れ
、
新
造
の
釈
迦
牟
尼
仏
（
平
成
大
仏
）
が
「
正
面
」
の
五
重
塔
の
前
に
鎮
座
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
同
じ
道
順
で
散
策
す
る
こ

と
は
可
能
だ
。

　

瓊
音
は
「
五
重
の
塔
を
め
ぐ
り
」
絵
図
中
の
階
段
を
登
っ
て
「
能
満
堂
の
前
」
に
出
た
の
だ
ろ
う
が
、
今
日
で
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

で
一
息
に
登
れ
る
。
こ
れ
で
は
大
き
な
高
低
差
を
ほ
と
ん
ど
意
識
で
き
な
い
が
、
急
な
階
段
を
登
っ
て
た
ど
り
着
く
と
「
木
立
」
が
陽

射
し
を
遮
っ
て
小
暗
く
、
ま
さ
に
「
高
野
山
奥
の
院
に
擬
し
た
」
深
山
の
趣
き
を
感
じ
ら
れ
た
ろ
う
。
ま
だ
圓
照
堂
は
建
て
ら
れ
て
お

ら
ず
、
深
い
緑
に
囲
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
瓊
音
も
「
赤
き
幹
の
松
」
と
書
い
て
い
る
が
、
も
と
も
と
興
正
寺
の
「
雑
木
林
に
限

ら
ず
、
八
事
丘
陵
の
林
は
長
い
間
ア
カ
マ
ツ
林
」
で
あ
り
、
現
在
の
「
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
林
に
移
行
す
る
ま
で
は
」
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
が
「
春
を
彩
る
普
遍
的
な
花
木
」
で
あ
っ
た
。「
八
事
山
へ
山
遊
び
に
行
く
」「
や
ま
い
き
」
と
は
「
四
月
上
旬
～
中
旬
ご
ろ
」
に

盛
り
を
迎
え
る
「
ツ
ツ
ジ
の
名
所
」
八
事
で
の
花
見
を
指
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
人
工
的
な
境
内
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
興
正
寺
を
取
り
巻

く
自
然
の
植
生
も
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
移
ろ
う
。
瓊
音
が
味
わ
っ
た
感
覚
を
追
体
験
す
る
に
は
、
い
さ
さ
か
の
想
像
力
が
必
要
だ
。

　
「
能
満
堂
の
前
よ
り
右
に
稍
急
な
る
坂
を
上
」
っ
て
「
善
衆
界
」
に
到
る
ま
で
、「
古
き
楼
門
」
に
当
た
る
絵
図
中
の
「
女
人
堂
」
こ

そ
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
で
も
絵
図
の
ま
ま
「
左
右
に
石
塔
婆
無
数
に
連
な
」
る
道
が
瓊
音
の
た
ど
っ
た
道
順
通
り
に
続
く
。

た
だ
し
、
森
林
保
護
・
植
生
管
理
に
よ
る
伐
採
や
間
引
の
結
果
、
見
通
し
が
き
い
て
明
る
く
、
転
倒
の
危
険
の
あ
る
「
石
塔
婆
」
を
撤

去
し
た
か
ら
か
、
宝
篋
印
塔
も
整
頓
さ
れ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
同
様
に
、
瓊
音
が
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
「
赤
き

色
し
た
る
土
。
美
し
き
小
石
。」
や
「
能
満
堂
前
よ
り
絶
え
ず
漂
ふ
」「
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
匂
ひ
」
の
風
情
も
、
そ
の
ま
ま
追
体
験
は
で

き
ま
い
。
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「
八
事
山
」（
＝
八
事
丘
陵
）
を
構
成
す
る
「
八
事
層
は
赤
紫
色
の
シ
ル
ト
（
泥
の
一
種
で
粒
の
大
き
さ
が
粘
土
と
砂
の
中
間
の
も
の
）

層
や
、
八
事
礫
（
砂
よ
り
は
大
き
い
小
石
）
層
」
か
ら
で
き
て
い
る（

（（
（

。
境
内
の
主
要
部
分
に
白
い
砂
利
が
敷
か
れ
た
の
は
、
西
門
の
撤

去
や
平
成
大
仏
、
あ
る
い
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
と
同
様
、
ご
く
最
近
の
こ
と
だ
。
瓊
音
は
覆
わ
れ
る
前
の
生き

地じ

、
現
在
で

は
隠
さ
れ
て
い
る
基
層
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
「
墓
地
の
匂
」「
樒
の
匂
」「
古
き
苔
の
繁
き
雨
露
に
半
ば
腐
れ
た
る
匂
」
な
ど
と
、
懸
命
に
読
者
の
共
感
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い

る
「
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
匂
ひ
」
も
、
先
の
伐
採
や
間
引
き
に
加
え
、
烏
に
よ
る
被
害
の
対
策
と
し
て
線
香
や
蝋
燭
の
火
の
始
末
や
供
物

の
持
ち
帰
り
が
厳
格
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
嗅
げ
ま
い
。
樹
下
の
落
ち
葉
を
踏
ん
で
「
八
事
山
を
歩
こ
う
会
コ
ー
ス
／
学
習

の
小
径
」
な
ど
を
歩
く
と
き
、そ
の
片
鱗
が
わ
ず
か
に
窺
え
る
程
度
で
あ
ろ
う
。「
八
事
の
景
を
思
ひ
浮
べ
」
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
全

く
忘
れ
」
て
い
た
「
八
事
の
匂
」
を
嗅
い
だ
瓊
音
は
「
喜
ば
し
さ
懐
し
さ
に
、
土
に
接
吻
し
石
塔
婆
に
接
吻
せ
ま
ほ
し
く
、
物
狂
ほ
し

き
ま
で
」
に
な
っ
た
と
記
す
。「
メ
リ
ー
ワ
ー
ド
の
劇（

（（
（

」
の
一
節
を
引
い
て
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
そ
れ
は
言
わ
ば
前
世
の
記

憶
に
つ
な
が
る
よ
う
な「
匂
」で
あ
っ
た
。
そ
ん
な「
我
が
心
を
幽
玄
な
る
界
に
導
」く「
不
思
議
な
る
」「
八
事
の
匂
」が「
山
に
漲
」っ

て
い
る
の
を
瓊
音
は
感
じ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
瓊
音
の
帰
省
・
興
正
寺
再
訪
の
核
心
を
な
す
体
験
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

プ
ル
ー
ス
ト
の
『
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
』
が
有
名
だ
が
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
香
り
や
匂
い
は
通
常
の
記
憶
と
は
異

な
る
形
で
過
去
を
呼
び
返
す
契
機
と
な
る
。
こ
の
「
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る
」「
八
事
の
匂
」
は
、心
の
深
層
に
潜
め
ら
れ
て
い
た
「
幼
き
折
」

の
自
分
、
可
能
性
の
他
に
は
何
も
手
に
し
て
い
な
い
自
分
を
浮
上
さ
せ
た
。
そ
の
「
匂
」
に
導
か
れ
て
、
か
つ
て
の
「
や
ま
い
き
」
の

記
憶
・
興
正
寺
の
記
憶
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
例
え
ば
外
の
世
界
へ
の
好
奇
心
に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
た
自
身
の
原
点
に
回
帰
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
現
実
と
向
き
合
う
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
た
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
志
を
思
い
起
こ
し
、「
五
月
上
京
、
少
し
ず

つ
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
の
で
あ
ろ
う
。
帰
省
し
た
瓊
音
は
故
郷
に
癒
さ
れ
、活
力
を
甦
ら
せ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
八
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事
の
匂
」
を
嗅
ぐ
こ
と
の
で
き
た
興
正
寺
体
験
こ
そ
、
そ
の
焦
点
に
他
な
ら
な
い
。

　

当
世
風
に
強
い
霊
力
に
満
ち
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
が
、
興
正
寺
が
姿
を
変
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、

瓊
音
は
そ
の
霊
力
に
感
応
で
き
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
旧
弊
は
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
閉
塞
感
の
大
き
い
今
日
、
変
化
を
促
す
声

が
強
い
の
も
頷
け
よ
う
。
し
か
し
、
自
然
が
新
た
な
姿
へ
と
移
ろ
う
に
は
、
し
ば
し
ば
人
間
の
一
生
を
超
え
る
長
い
時
間
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
に
必
要
な
だ
け
の
時
間
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
、
内
発
的
な
真
の
変
革
は
遂
げ
ら
れ
ず
、
早
急
に
結
果
だ
け
を
求
め
て
も
有
意

義
な
成
果
は
得
ら
れ
な
い
。
残
る
の
は
、
徒
ら
に
努
力
を
強
い
ら
れ
る
虚
し
さ
だ
け
で
あ
る
。
新
た
な
仕
事
の
負
荷
が
次
々
に
重
ね
ら

れ
る
瓊
音
の
心
も
、
そ
ん
な
軋
み
に
悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
来
不
可
能
な
速
成
、
人
間
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

度
外
視
し
て
変
化
を
求
め
る
無
意
味
さ
が
改
め
て
実
感
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
言
え
よ
う
。
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
日
々
を

過
ご
し
、
自
分
の
居
場
所
を
見
失
い
が
ち
な
昨
今
、
現
実
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
直
す
処
方
箋
と
も
な
る
。

　

こ
こ
に
言
う
「
善
衆
界
」
と
は
、
図
書
館
脇
か
ら
弘
法
堂
の
前
を
通
っ
て
、
あ
る
い
は
４
号
館
裏
か
ら
奥
之
院
を
経
て
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
や
法
学
部
の
あ
る
第
二
校
地
に
抜
け
る
途
中
、
中
秋
の
名
月
の
日
に
行
わ
れ
る
千
燈
供
養
の
際
に
護
摩
を
焚
く
護
摩
壇
の
あ
る
広

場
に
他
な
ら
な
い
。
普
段
は
用
事
に
紛
れ
て
何
も
考
え
ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
が
、
改
め
て
「
大
日
如
来
南
に
向
ひ
て
在
す
」
大
日

堂
の
前
に
立
っ
て
み
る
と
、
こ
の
場
所
の
高
さ
を
実
感
で
き
る
。
興
正
寺
の
寺
域
で
最
も
高
い
「
堂
の
背
後
」「
呑
海
峯
」
は
、
八
事

丘
陵
分
水
嶺
の
一
角
を
な
し
、
標
高
六
五
メ
ー
ト
ル（

（（
（

。
現
在
で
は
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
七
、八
階
以
上
で
よ
う
や
く
名
港
ト
リ
ト
ン
が
見

え
る
程
度（

（（
（

だ
が
、「
あ
ゆ
ち
潟
」
を
詠
っ
た
万
葉
集
の
昔
か
ら
八
事
周
辺
は
眺
望
に
恵
ま
れ
た
土
地
と
し
て
知
ら
れ
、こ
の
当
時
で
も
「
熱

田
の
海
」（
＝
伊
勢
湾
）
ま
で
見
渡
せ
た
。

　

そ
ん
な
眺
望
を
楽
し
む
父
の
「「
海
見
ゆ
」
と
宣
ふ
」「
我
が
九
歳
十
歳
の
折
」「
の
儘
の
声
」
を
聞
い
て
、
瓊
音
の
目
か
ら
「
涙
は

ら
〳
〵
と
落
ち
」
る
。「
健
か
な
る
父
は
足
早
に
先
立
ち
行
く
。
病
あ
る
我
は
徐
ろ
に
後
に
随
ふ
。」
と
の
叙
述
が
象
徴
的
だ
が
、
こ
の
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「
や
ま
い
き
」
は
お
そ
ら
く
父
が
リ
ー
ド
し
、
瓊
音
を
誘
い
出
し
た
も
の
だ
。
一
〇
月
に
三
五
歳
に
な
る
と
は
言
え
息
子
は
息
子
、
興

味
関
心
や
性
向
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
だ
け
で
な
く
、
父
は
ま
た
瓊
音
を
気
遣
い
、
愛
情
深
く
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
外

に
そ
れ
を
感
じ
取
っ
た
感
謝
の
涙
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、「
石
塔
婆
」の
続
く
樹
陰
の
道
か
ら
広
場
へ
と
抜
け
て
心
身
と
も
に
解
放
さ
れ
、

心
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た
ゆ
え
の
涙
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
瓊
音
が
全
身
で
興
正
寺
の
霊
力
に
感
応
し
た
瞬
間
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。「
善

衆
界
」
は
、
ま
さ
に
瓊
音
の
興
正
寺
体
験
の
終
着
、
彼
と
興
正
寺
と
の
物
語
の
結
び
の
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
知
れ
ば
、
体
育
の
授

業
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
の
行
き
来
な
ど
、
日
々
に
通
る
身
近
な
場
所
が
自
ず
か
ら
違
っ
て
見
え
て
こ
よ
う
。
身
近
で
あ
る
ゆ
え
に
つ
い

見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
な
日
常
生
活
の
場
も
、
し
ば
し
ば
魅
力
的
な
物
語
を
潜
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

東
京
に
戻
っ
た
瓊
音
は
、
俳
句
や
短
歌
な
ど
文
学
方
面
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
生
を
め
ぐ
っ
て
思
索
や
信
仰
を
深
め
る
な
ど
、
旺
盛

な
活
動
を
続
け
る
。
俳
句
研
究
、
特
に
芭
蕉
と
蕉
風
の
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
印
し
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
は
母
校
で
あ

る
一
高
や
帝
大
の
教
壇
に
も
立
っ
た
が
、
大
正
一
二
年
末
の
虎
の
門
事
件（

（（
（

に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
晩
年
は
憂
国
の
情
に
突
き
動
か
さ

れ
て
専
ら
国
事
に
奔
走
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
七
月
一
九
日
に
東
京
本
郷
の
瑞
穂
会
（
大
正
一
五
年
に
自
ら
創
設
し
た
日
本
精
神

研
究
の
会
）会
議
室
で
亡
く
な
っ
た
。
し
か
し
、そ
ん
な
瓊
音
の
後
半
生
は
本
稿
の
関
心
の
外
に
あ
る
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
注（
３
）

に
掲
げ
た
文
献
な
ど
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

悠
長
な
載
籍
調
べ
に
見
え
よ
う
と
も
、
丹
念
に
書
物
の
頁
を
繰
っ
て
い
る
と
、
今
回
の
よ
う
な
思
わ
ぬ
出
会
い
が
果
た
せ
た
り
す
る
。

こ
こ
に
読
書
の
喜
び
が
あ
り
、
未
知
な
る
も
の
を
一
つ
一
つ
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
学
問
の
醍
醐
味
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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注（
１
）　
「
大
下
藤
次
郎
三
回
忌
追
悼
会
に
お
け
る
森
鷗
外
―
新
資
料
「
大
下
氏
の
追
悼
会
へ
（
雑
司
ケ
谷
と
上
野
）」（
鵜
澤
四
丁
）
を

読
む
―
」（『
中
京
大
学　

文
学
部
紀
要
』
第
56
巻
第
１
号　

令
和
３
年
10
月
）。

（
２
）　
『
森
鷗
外
―
作
品
と
周
辺
―
』（
鼎
書
房　

二
〇
二
二
年
九
月
）。

（
３
）　

以
下
、
瓊
音
に
関
わ
る
記
述
は
「
故
瓊
音
沼
波
武
夫
先
生
略
歴
」（『
噫
瓊
音
沼
波
武
夫
先
生
』
瑞
穂
会
編
輯
・
発
行　

昭
和

三
年
二
月
。
以
下
「
略
歴
」
と
記
す
）、
吉
田
文
子
他
「
沼
波
瓊
音
」（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書

　

第
二
十
七
巻
』
昭
和
女
子
大
学　

昭
和
42
年
８
月
）
に
拠
っ
た
。

（
４
）　

洒
竹
の
蒐コ

レ
ク
シ
ョ
ン書

が
東
大
総
合
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、伊
藤
松
宇
「
沼
波
先
生
に
対
す
る
追
憶
」（
前
注
（
３
）

『
噫
瓊
音
沼
波
武
夫
先
生
』
所
収
）
に
以
下
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
（
引
用
に
当
っ
て
「
八
事
」
と
同
様
の
措
置
を
施
し
た
）。

大
正
二
年
に
洒
竹
さ
ん
が
病
歿
せ
ら
れ
て
後
彼
の
洒
竹
文
庫
の
俳
書
が
洒
竹
文
庫
の
名
の
下
に
大
学
の
図
書
館
へ
収
め
ら

る
ゝ
や
う
に
な
り
ま
し
た
の
は
沼
波
先
生
の
御
斡
旋
に
依
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
松
宇
は
「
明
治
三
十
二
年
頃
根
岸
の
伊
香
保
楼
で
筑
波
会
の
俳
席
で
大
野
洒
竹
さ
ん
の
紹
介
で
」（
引
用
同
前
）
瓊
音
の

知
遇
を
得
た
と
言
う
。

（
５
）　

引
用
は
前
注
（
３
）「
沼
波
瓊
音
」
に
拠
る
。

（
６
）　

引
用
は
前
注
（
５
）
に
同
じ
。

（
７
）　

か
つ
て
、
今
も
残
る
「
別
格
本
山
八
事
山
興
正
寺
」
の
石
柱
付
近
に
あ
っ
た
（
図
①
）。
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
が
設
置
し
た

市
電
興
正
寺
前
の
賑
わ
い
を
伝
え
る
解
説
パ
ネ
ル
の
位
置
よ
り
、
や
や
西
（
杁
中
方
面
）
に
寄
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

水
野
時
二
監
修
／
昭
和
区
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
委
員
会
編
集
『
昭
和
区
誌
』（
同
会
・
名
古
屋
市
役
所
発
行　

昭
和
62
年
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10
月
）「
第
５
章　

近
世
の
昭
和
区
／
第
４
節　

村
の
社
寺
」（
本
節
の
執
筆
は
近
藤
宗
光
）
に
、興
正
寺
は
「
東
西
２
山
に
分
れ
，

東
を
遍
照
院
と
称
し
，
西
山
を
普
門
院
と
号
」
し
、

東
山
で
は
高
野
山
の
奥
の
院
に
倣
い
，
参
道
の
左
右
に
石
造
の
宝
篋
印
塔
約
360
余
基
が
並
立
さ
れ
，
女
人
門
よ
り
は
女
人
結

界
（
入
山
禁
止
）
と
さ
れ
た
。
し
か
し
西
山
は
こ
の
禁
制
が
な
か
っ
た
の
で
参
詣
人
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

と
の
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
参
詣
者
は
多
く
「
西
山
惣
門
」
を
利
用
し
た
。
現
在
の
縁
日
や
マ
ル
シ
ェ
の
賑
わ
い
が
思
い
合
わ
さ

れ
よ
う
。

（
８
）　

本
稿
の
記
述
も
多
く
を
負
っ
て
い
る
が
、「
八
事
電
車
」に
つ
い
て
は
堀
研
一「
八
事
電
車
物
語
」（
八
事
・
杁
中
歴
史
研
究
会『
八

事
・
杁
中
歴
史
散
歩
【
増
補
改
訂
版
】』
樹
林
舎
編
集
制
作
／
人
間
社
発
行　

二
〇
一
八
年
八
月
）
に
要
領
よ
く
記
述
さ
れ
、
日

本
で
唯
一
「
霊
柩
電
車
」
が
走
っ
た
「
墓
地
線
」（
八
事
霊
園
の
整
備
・
開
園
に
合
わ
せ
て
八
事
か
ら
霊
園
入
口
ま
で
単
線
で
開

通
し
た
支
線
）
の
記
述
も
含
め
て
面
白
く
、
付
図
も
豊
富
で
参
考
に
な
る
。
な
お
、
本
書
は
「
開
通
翌
月
の
五
月
十
二
日
に
」
天

道
ま
で
延
伸
さ
れ
た
と
記
す
が
、ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の「
尾
張
電
気
軌
道
」に
は「
工
事
が
遅
れ
て
、１
９
１
２
年
９
月
１
９
日
」（
七

月
に
改
元
さ
れ
て
大
正
元
年
に
な
っ
て
い
る
）
と
あ
る
。
両
者
と
も
支
線
の
「
大
久
手
～
今
池
間
が
開
通
し
」
た
の
は
五
月
一
五

日
と
し
て
お
り
、
後
出
『
昭
和
区
誌
』
は
日
付
な
し
で
「
今
池
～
大
久
手
（
０
、７
km
），
興
正
寺
～
八
事
（
０
、５
km
）
と
順
次

路
線
を
延
ば
し
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
両
論
を
併
記
し
て
お
く
。

（
９
）　

浅
井
金
松
・
山
田
寂
雀
・
浅
井
昭
政
『
秘　

蔵

写
真
館
名
古
屋
い
ま
む
か
し
シ
リ
ー
ズ
〈
２
〉
昭
和
・
瑞
穂
・
天
白
編
』（
郷
土
出
版
社

　

一
九
九
三
年
七
月
）に「
水
を
豊
か
に
た
た
え
る
隼
人
池
。
静
寂
を
破
る
か
の
よ
う
に
市
電
が
走
っ
て
い
た（
昭
和
29
年
12
月
）」

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
（「
市
電
の
通
っ
た
街
並
み
／
隼
人
池
」
同
書
147
頁
）
な
ど
、
そ
の
雰
囲
気
を
よ
く

伝
え
て
い
る
。
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（
10
）　

同
書「
第
７
章　

大
正
・
昭
和（
戦
前
）の
昭
和
区
／
第
３
節　

公
共
交
通
機
関
の
発
達
」に
拠
る
。
本
節
の
執
筆
は
角
谷
京
一
。

（
11
）　
「
八
事
の
蝶
々
」
に
つ
い
て
は
、名
古
屋
国
際
高
等
学
校
社
会
科
教
科
会
編
『
名
古
屋
区
史
シ
リ
ー
ズ　

昭
和
区
の
歴
史
』（「
第

六
章　

昭
和
区
の
民
俗
／
⑪
八
事
の
蝶
々
」。
平
成
11
年
１
月
）、
前
田
豊
「
禄
を
失
っ
た
尾
張
藩
士
た
ち
の
奮
闘
」（
八
事
・
杁

中
歴
史
研
究
会
『
続
八
事
・
杁
中
歴
史
散
歩
』
樹
林
舎
編
集
制
作
／
人
間
社
発
行　

二
〇
二
二
年
四
月
）
な
ど
を
参
照
し
た
が
、

興
正
寺
に
も
置
か
れ
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
シ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
と
め
ぐ
る　

ぶ
ら
り
昭
和
区
Ｍ
Ａ
Ｐ
～
八
事
・
興
正
寺
～
』（
名

古
屋
市
昭
和
区
役
所
発
行
）
に
も
カ
ラ
ー
写
真
（
図
②
）
と
要
領
の
よ
い
説
明
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

大
崎
輝
明
「
植
物
も
の
が
た
り
」（
前
注
（
８
）『
八
事
・
杁
中
歴
史
散
歩
【
増
補
改
訂
版
】』
所
収
）
に
拠
る
。
瓊
音
が
「
細

き
松
の
根
な
ど
、
躑
躅
群
が
り
咲
け
り
。」
と
結
ん
で
い
る
こ
と
が
改
め
て
思
い
合
わ
せ
ら
れ
よ
う
。

（
13
）　

編
集
考
房
と
そ
の
仲
間
た
ち
＝
土
曜
倶
楽
部
＋
準
構
成
員
『
名
古
屋
い
ま
む
か
し　

足
を
止
め
見
つ
め
て
み
よ
う
も
う
一
度

心
の
吐
息
を
土
の
匂
い
を
』（
編
集
考
房　

昭
和
53
年
６
月
）
掲
載
の
「
興
正
寺
〈
昭
和
区
八
事
本
町
〉　

高
野
山
を
模
し
て
つ
く

ら
れ
た
真
言
宗
の
寺
で
、
西
山
と
東
山
を
結
ぶ
参
道
に
は
無
数
の
宝
篋
印
塔
が
立
ち
並
ぶ
。」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
写
真
が
、

往
時
の
あ
り
さ
ま
の
一
斑
を
伝
え
て
い
よ
う
。

（
14
）　

福
井
章
「
江
戸
時
代
の
鹿
狩
り
や
松
茸
狩
り
」（
前
注
（
８
）『
八
事
・
杁
中
歴
史
散
歩
【
増
補
改
訂
版
】』
所
収
）
に
拠
る
。

（
15
）　

タ
イ
ト
ル
等
、
こ
の
「
劇
」
の
正
体
を
詳
ら
か
に
で
き
な
い
が
、「
メ
リ
ー
ワ
ー
ド
」
と
は
英
国
の
作
家
・
社
会
事
業
家
、
メ

ア
リ
・
オ
ー
ガ
ス
タ
・
ウ
ォ
ー
ド
（M

ary Augusta W
ard　

一
八
五
一
～
一
九
二
〇
年
）
で
あ
ろ
う
か
。
タ
ス
マ
ニ
ア
に
生
ま

れ
、
結
婚
後
は
ロ
ン
ド
ン
で
暮
ら
し
た
。
児
童
の
保
健
問
題
に
関
心
を
持
ち
社
会
活
動
を
行
う
一
方
、
宗
教
や
社
会
問
題
を
扱
っ

た
作
品
を
多
く
残
し
て
い
る
。

（
16
）　

堀
研
一
「
八
事
分
水
嶺
の
歴
史
旅
」（
前
注
（
８
）『
八
事
・
杁
中
歴
史
散
歩
【
増
補
改
訂
版
】』
所
収
）
に
拠
る
。
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図①　ありし日の「西山惣門」

図②　八事の蝶々
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図
③
　
八
事
興
正
寺

ａ

ｂ

ａ
：

西
山

惣
門

　
　

ｂ
：

能
満

堂
　

　
ｃ
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（
17
）　

横
井
敏
治
の
「
興
正
寺
に
隠
さ
れ
て
い
た
軍
事
的
役
割
」（
前
注
（
８
）『
八
事
・
杁
中
歴
史
散
歩
【
増
補
改
訂
版
】』
所
収
）

に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
興
正
寺
の
「
東
山
」
の
多
く
が
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。
絵
図
中

の
「
吐
月
峰
」
の
辺
り
に
図
書
館
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
よ
か
ろ
う
。

（
18
）　

同
年
一
二
月
二
七
日
に
起
こ
っ
た
、
難
波
大
助
に
よ
る
摂
政
（
後
の
昭
和
天
皇
）
狙
撃
事
件
。
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